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及川　修一

木村　聡
（とうほく未来創生）

大和田加代子
（碧い風）

佐々木一義
（創生会）

中野　貴徳

大坂　俊

大坪　涼子
（日本共産党）

伊勢　純
（日本共産党）

藤倉　泰治
（日本共産党）

畠山恵美子
（とうほく未来創生）

１　復興・創生期間最終年の現状と課題
２　ＳＤＧｓ未来都市としての今後
３　水産振興

１　未就学児育児環境の改善サイクル
２　コミュニティ参加の支援
３　ユニバーサル就労支援

１　新型コロナウイルス感染拡大防止下におけ
　　る産業振興
２　ＳＤＧｓの取り組み
３　公共交通

１　高田松原海岸の安全対策
２　公共施設等の管理
３　心の教育

１　子育て環境
２　小中学校児童生徒の学校における環境
３　企業誘致の状況と起業者サポート

１　新型コロナウイルス感染症がもたらす本市
　　行政への影響とその運営
２　本市財政の現状と今後の財政運営

１　新型コロナウイルス感染防止のための検査
　　体制の強化
２　高齢者福祉・介護事業及び生活支援
３　少人数学級など今後の教育条件の拡充

１　新型コロナウイルス感染症対策
２　大震災からの復興と今後のまちづくり
３　核のごみ最終処分場と福島原発の汚染水問題

１　新型コロナ危機と今後の自治体の在り方
２　令和元年度決算と今後の財政運営
３　大規模洪水、土砂災害対策と避難所整備

１　教育のＩＣＴ化
２　ＣＯＶＩＤ－19（新型コロナウイルス感染症）
　　パンデミック下における風水害時の避難
３　“with コロナ ” 下での総合計画及び総合戦略
　　の推進

一般質問
　　質問した事項　（登壇順）

小友浦干拓跡地

小
友
浦
干
拓
跡
地
の
利
用
は

　
　
地
域
と
方
策
を
相
談
し
て
い
く

　

質
問　

令
和
元
年
の
出
生
数
が

94
人
。
令
和
６
年
で
は
１
１
０
人

と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
市

民
は
ど
の
く
ら
い
子
ど
も
を
授
か

り
た
い
と
思
っ
て
い
る
か
と
い
う

希
望
出
生
数
の
調
査
を
し
て
は
ど

う
か
。

　

答
弁　

現
在
考
え
て
は
い
な
い

が
、
必
要
で
あ
れ
ば
検
討
す
る
。

　

質
問　

平
成
29
年
の
市
内
調
査

を
見
る
と
経
済
補
助
に
関
す
る

ニ
ー
ズ
が
多
い
。「
子
ど
も
を
育

て
る
の
に
か
か
る
費
用
」
を
ケ
ー

ス
ご
と
に
示
し
、
保
護
者
、
行
政

双
方
の
認
識
を
合
わ
せ
て
子
育
て

施
策
の
議
論
を
進
め
ら
れ
な
い
か
。

　

答
弁　

子
育
て
費
用
は
一
概
に

言
え
な
い
。
一
番
の
課
題
は
大
学

等
へ
の
進
学
で
あ
り
、
そ
こ
を
皆

さ
ん
が
気
に
し
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。
国
単
位
で
も
議
論
す
る

べ
き
と
考
え
て
い
る
。　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
参
加
の
支
援
は

　

質
問　

過
去
５
年
の
転
居
者
数

は
。
ま
た
、
ニ
ー
ズ
調
査
、
コ
ミ

応
し
て
い
る
。

　

質
問　

有
償
就
労
機
会
、
無
償

社
会
参
加
機
会
の
確
保
へ
事
業
者

等
へ
の
周
知
・
調
整
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

就
労
セ
ン
タ
ー
も
受
け

皿
づ
く
り
に
動
い
て
い
る
。
今
後

ニ
ー
ズ
調
査
、
マ
ッ
チ
ン
グ
等
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

陸前高田子どもの生活アンケート

子
育
て
経
済
支
援
ニ
ー
ズ
は

　
　
大
学
進
学
費
な
ど
国
の
議
論
必
要

ュ
ニ
テ
ィ
参
加
の
サ
ポ
ー
ト
は
ど

う
か
。

　

答
弁　

市
外
か
ら
の
転
入
総
数

は
２
５
２
７
人
、
市
内
転
居
者
は

５
５
９
２
人
で
あ
る
。
市
外
か
ら

の
移
住
者
に
関
し
て
は
ニ
ー
ズ
調

査
、「
高
田
暮
ら
し
交
流
会
」
等

を
行
っ
て
い
る
が
、
市
内
転
居
者

に
は
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
っ
て
い
な

い
。

　

質
問　

市
内
転
居
者
も
年
間
約

千
人
と
大
き
な
数
で
あ
る
。
本
人

が
望
め
ば
、
転
居
先
の
新
し
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
参
加
す
る
支
援
の

案
内
な
ど
を
周
知
し
て
は
ど
う

か
。

　

答
弁　

庁
内
で
実
現
性
な
ど
を

検
討
す
る
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
就
労
支
援
成
果
は

　

質
問　

対
象
と
な
る
「
働
き
づ

ら
さ
を
感
じ
る
方
」
は
市
内
で
何

人
い
る
の
か
。
推
測
は
で
き
な
い

の
か
。
全
容
を
把
握
・
推
測
し
た

上
で
計
画
を
立
て
る
べ
き
で
は
。

　

答
弁　

全
容
把
握
は
重
要
だ
と

認
識
し
て
い
る
が
、
障
が
い
者
や

引
き
こ
も
り
な
ど
理
由
は
さ
ま
ざ

ま
で
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で
も
あ

り
調
査
方
法
も
難
し
い
。
現
在
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
社
会
福

祉
協
議
会
か
ら
情
報
を
集
め
て
対

及川 修一
 （　新　風　）

　

質
問　

小
友
浦
干
潟
跡
地
の
残

土
処
理
後
の
利
用
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

　

答
弁　
住
民
懇
談
会
な
ど
で
さ

産
地
消
な
ど
の
地
域
課
題
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
持
続
可
能
な

地
域
づ
く
り
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
を
推
進
し
、
再
生
可

ま
ざ
ま
な
提
案
を
頂
い
て
い
る
。

漁
業
や
農
業
な
ど
の
土
地
利
用
の

可
能
性
な
ど
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推

進
協
議
会
な
ど
と
意
見
交
換
を
行

い
、
有
効
利
用
に
つ
い
て
方
策
を

講
じ
る
。

　

質
問　

多
く
の
支
援
で
整
備
さ

れ
た
小
友
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
今
後
の

利
用
は
ど
う
す
る
考
え
か
。

　

答
弁　

地
元
の
皆
様
と
活
用
や

管
理
に
つ
い
て
、
相
談
を
し
な
が

ら
維
持
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
の
今
後
は

　

質
問　

本
市
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未

来
都
市
に
選
定
さ
れ
た
が
、
こ
れ

に
関
連
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
の

今
後
の
支
援
や
展
開
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

地
域
電
力
会
社
の
設
立

や
日
産
自
動
車
グ
ル
ー
プ
と
提
携

を
図
る
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
比
率
を
高
め
、

地
域
内
経
済
を
循
環
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
の
で
、
情
報
を
提
供
し
な

が
ら
、
施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

　

質
問　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
関
係
で
の
企

業
や
起
業
家
の
育
成
の
取
り
組
み

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　

答
弁　

日
経
Ｂ
Ｐ
社
の
協
力

で
、
本
市
の
社
会
課
題
等
に
対
し

て
事
業
を
実
施
す
る
意
思
の
あ
る

事
業
者
を
市
内
外
か
ら
募
集
し
、

創
業
に
向
け
た
プ
ロ
セ
ス
に
寄
り

添
う
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
起
業
家
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
す
る
予
定
で

あ
る
。

水
産
振
興
の
現
状
と
見
通
し
は

　

質
問　

漁
業
の
後
継
者
育
成
の

た
め
の
「
が
ん
ば
る
海
の
担
い
手

支
援
事
業
」
の
成
果
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

漁
業
を
希
望
す
る
方
の

移
住
な
ど
、
８
月
末
時
点
で
12
人

か
ら
相
談
が
あ
り
、
本
年
度
か
ら

支
給
開
始
と
な
る
の
は
６
人
の
見

込
み
で
あ
る
。

　

質
問　

只
出
漁
港
や
脇
之
沢
漁

港
に
は
、
海
中
が
れ
き
が
あ
る
た

め
、
船
の
航
行
に
支
障
を
き
た
し

て
い
る
が
、
が
れ
き
の
撤
去
の
見

通
し
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

年
末
の
ア
ワ
ビ
開
口
前

ま
で
に
は
、
津
波
堆
積
物
を
撤
去

す
る
予
定
で
あ
る
。

木村　聡
 （とうほく未来創生）


